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　1．事業所名及び代表者
会社名 株式会社　平野工務店
代表者 代表取締役　平野 英壽
設立 昭和52年2月28日
資本金 4,000万円

　２．所在地
本社 〒874-0919　大分県別府市石垣東8丁目2番17号
倉庫 同上

　３．環境管理責任者及び担当者
環境管理責任者
事務局
連絡先 電話 0977-21-0766

ＦＡＸ 0977-21-4812

　４．主な事業内容
建築工事業（大分県知事許可（特-2）第3687号）　

　５．事業規模
単位

売上高 百万円
従業員数 人
保有車両 台
延床面積 ㎡

　６．事業年度
    8月～ 7 月

　７．環境経営の対象範囲
全組織、全事業活動

1558148（千）

300㎡ 300㎡ 300㎡

１．組織概要

26人 26人 26人
27台 27台 27台

*人数、台数、面積は、各期末時点
令和4年7月期 令和3年7月期 令和2年7月期
2541746（千） 1686332（千）
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【環境理念】

私たち株式会社平野工務店は地域環境の保全とその承継の重要性を認識し、

地域固有のものから地球規模に至るものまで数多くの環境問題が存在し、

それらが複雑に絡み合い深刻化する中で、建設業としての事業活動を通して、

環境負荷の低減、環境経営の取り組みを通じて持続可能な社会の実現に

貢献していきます。

【基本方針】

１．環境関連法規則、当社が約束したことを遵守します。

２．現場、事務所における環境負荷を削減します。

　　　・車両燃料削減

　　　・電力使用量の削減

　　　・廃棄物発生量の削減及びリサイクル

　　　・水使用量の削減

３．環境に貢献する施工方法と製品の採用に努めます。

　

４．環境経営方針を社員全員に周知徹底します。

５.一人ひとりの意識を高め、社員全員で環境経営の継続改善に努めます。

　　　   　　　制定日：令和5年4月1日

　　　　　　　　　　　　　　株式会社　平野工務店

　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　平野 英壽

２．環境経営方針 
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３．実施体制

　　作成日：令和5年3月10日
　　更新日：

　　　環境経営組織図

　代表者
　会長　　　　平野　英壽

　環境管理責任者

　事務局

　エコアクション21
　推進委員会

　　　エコアクション21に関する役割と責任及び権限

代表者 　・環境経営に関する統括責任者
　・環境経営に必要な経営資源（人・物・資金）を準備する
　・環境管理責任者を任命する
　・経営における課題とチャンスを明確にする
　・環境経営方針を策定（更新）する
　・環境経営目標及び環境経営計画、実施体制を承認する
　・代表者による全体評価及び目標見直し指示を実施する
　・環境経営レポートを承認する

環境管理責任者 　・環境経営システムの構築、運用、管理に関する責任者
　・環境経営システムの運用、管理状況を代表者に報告する
　・エコアクション21推進委員会を統括する
　・環境関連法規等のとりまとめ表及び遵守評価結果を承認する
　・各部門の環境経営目標、環境経営計画、実施体制を承認する
　・環境上の緊急事態を特定し、対応策を承認する
　・問題点に対する是正処置、再発予防処置を承認し、結果を評価する
　・環境経営レポートを確認する

事務局 　・環境管理責任者を補佐する
　・エコアクション21推進委員会の事務局を兼ねる
　・環境関連文書類を作成及び管理する
　・環境経営に関する目標や実績をとりまとめる
　・外部コミュニケーションに関する受付窓口を担当する
　・環境経営レポートを作成する

エコアクション21 　・環境経営目標、環境経営計画を共有する

推進委員会 　・効果的な活動を推進するため、部門間の連携を図る
　・環境活動に関する取組状況や課題を報告、共有する
　・環境教育、環境コミュニケーションを計画、実施する

部門長 　・自部門の環境経営目標、環境経営計画を作成し、取組み推進する
　・自部門の環境経営システム運用状況を、推進委員会に報告する
　・自部門の活動に必要な手順書を作成、管理する
　・自部門の問題点を抽出し、是正、予防処置を実施する

全従業員 　・環境経営方針、環境経営目標などを理解し、自らの役割を認識する
　・環境活動に自主的、積極局的に参加し、改善提案に努める

事務所（総務部） 営業部 工務部

区分 役割・責任・権限
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４．環境経営目標
対象期間：2月～翌年1月

R4年度実績
（基準年度）

基準年度 目標 削減率 目標 削減率

事務所 16,269 16,106 1% 15,944 2%

現場 35,058 34,707 1% 34,357 2%

事務所 ｋｇ 0 0 1% 0 2%

現場 ｋｇ 3,563,381 3,527,747 1% 3,492,113 2%

1% 2%

1% 2%

電気のCO2排出係数は、九州電力の2021年度調整後排出係数0.385kg-CO2/kWhを使用する。

87,396 86,522

1-1 電力消費量削減 ｋｗｈ

1 二酸化炭素排出量削減 会社全体 ｋｇ/ＣＯ２

R6年度実績目標
環境方針番号 環境目標 場所 単位

R5年度実績目標

1% 26,334.76

1% 85,648

2%

2%

26603.478

1-3 軽油消費量削減 会社全体 L 2,050.95

1-2 ガソリン消費量削減 会社全体 L 26,872.20

2,009.93 2%

2 廃棄物排出量削減

3 水使用量削減 会社全体 141.12142.56

2,030.44 1%

200,000 198,000

環境経営による実施監理

1% 196,000

6 ZEH実施 ＿ ＿

144ｍ3

環境経営による実施監理

2%

5 環境にやさしい
施工方法の実施

＿ ＿

4 コピー用紙使用量の削減 事務所 枚
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５．環境経営計画

環境方針
番号

課 題 活 動 内 容 評価

１.　社員がいない部屋の電気消灯 ◎

２.　昼休みの電気消灯 ◎

３.　空調温度の徹底（冷房26～28℃程度、暖房20～22℃程度） ◎

４.　節電表示による周知 ◎

1.　始動時の長時間アイドリングは止める 〇

２.　タイヤの空気圧をこまめに点検する 〇

３.　運転方法の工夫（ふかし運転をしない） 〇

４.　ハイブリット車を増やした（社用車） ◎

１.　始動時の長時間アイドリングは止める 〇

２.　作業者の不使用時電源オフ ◎

３.　タイヤの空気圧をこまめに点検する 〇

１.　ゴミ袋は薄いものを使用 ◎

２.  コーヒーカップは洗って再利用 ◎

３.　ツーリングファイルの再利用 ◎

４.　ゴミ分別の徹底 ◎

１.　節水表示による周知 ◎

２.　流しっぱなしにしない ◎

３.　漏水点検を定期的に行う △

４.　有機汚染物質を流さないように生ごみを分別する ◎

１.　裏紙の使用 ◎

２.　集約印刷をする 〇

３.　両面印刷をする 〇

４.　社内資料は白黒印刷 ◎

１.　CO2排出量の削減 〇

２.　グリーン調達　 〇

３.　環境配慮設計の推進 〇

１.　再生可能エネルギーのシステム導入 〇

２.　ZEH住宅の推進（ご案内） ◎

３.　省エネ設備の導入 ◎

結果の記載　：　達成=◎または○（一部課題あり）　　未達成=×または△（一部成果あり）

評価は試行期間の実績と環境活動計画の実施状況を対象に事務局で記載する

その際、「×」の活動は「問題点」として取り上げ予防・是正処置を講じる

1-1 電力消費量削減

1-2 ガソリン消費量削減

1-3 軽油消費量削減

5 環境にやさしい
施工方法の実施

6 ZEH実施

2 廃棄物排出量削減

3 水使用量削減

4
コピー用紙使用量の削

減
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　　6.環境経営目標の実績と評価

№ ４月 ５月 ６月 期間計

前年度 6,826 6,548 6,317 19,691

目標値 6,758 6,483 6,254 19,495

実績 5,979 5,177 5,547 16,702

結果 ◎ ◎ ◎ ◎

基準年度 1,436 1,273 1,179 3,888

目標値 1,422 1,260 1,167 3,849

実績 1,504 1,227 1,193 3,924

結果 × ◎ 〇 ◎

基準年度 2,756 1,550 1,941 6,247

目標値 2,728 1,535 1,922 6,185

実績 3,261 1,827 2,085 7,173

結果 × × × ×

基準年度 2,246 2,247 2,125 6,618

目標値 2,224 2,224 2,104 6,552

実績 1,733 1,686 1,813 5,231

結果 ◎ ◎ ◎ ◎

基準年度 0.00 96.4 72.17 168.57

目標値 0.00 95 71 166

実績 48.1 35 30.5 113.6

結果 × ◎ ◎ ◎

基準年度 394,750 161,320 88,290 644,360

目標値 390,802 159,707 87,407 637,916

実績 226,200 143,506 258,480 628,186

結果 ◎ ◎ × 〇

基準年度 50 0 24 74

目標値 49 0 24 73

実績 46 0 16 62

結果 ◎ ◎ ◎ ◎

POPを見て全員が意識し
節水してくれるようになった為達成できた

2

産業廃棄物排出削減

　前年（基準年度
　対比）　△2％

単位：ｔ

評価 合計が少し減ったが、月によって変動がある

3

水使用量削減

　前年（基準年度
　対比）　△1％

単位：ｍ3

評価

大幅に軽油を減らす事ができたので良かった

1-2

ガソリン消費量削減

　前年（基準年度
　対比）　△1％

単位：ℓ

評価
大幅にガソリン消費量を減らす事ができたので良
かった

1-3

軽油消費量削減

　前年（基準年度
　対比）　△1％

単位：ℓ

評価

去年よりも早い段階でエアコンの使用を始めた為
実績が残せなかった

1-2

電力消費量削減

　前年（基準年度
　対比）　△2％

単位：kwh

現場 評価 現場数などによって変動がある為達成できなかった

1-1

電力消費量削減

　前年（基準年度
　対比）　△1％

単位：kwh

事務所 評価

試行期間：令和5年4月～6月

環境経営目標

1

二酸化炭素排出量削減

　前年（基準年度
　対比）　△1％

単位：㎏-ＣＯ2

評価 目標値を大幅に下回ることができたので良かった
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№ 4月 5月 6月 期間計

基準年度 15,000 15,000 15,000 45,000

目標値 14,850 14,850 14,850 44,550

実績 13,000 12,000 12,000 37,000

結果 ◎ ◎ ◎ ◎

実績

実績

結果の記載　：　達成=◎または○（一部課題あり）　　未達成=×または△（一部成果あり）

評価は試行期間の実績と環境活動計画の実施状況を対象に事務局で記載する

その際、目標未達成の課題は「問題点」として取り上げ予防・是正処置を講じる

7

ZEH実施

・ゼロエネルギー住宅を1件建てた

・ZEH住宅の推奨（ご提案）ができる

評価
ZEH住宅について社員も知る機会ができたので良
かった

5

環境に優しい施行方法

・廃材の３R（Reduce, Reuse, Recycle）を心掛ける

・廃材の分別

評価 廃材の分別が心掛けれたので良かった

試行期間：令和5年4月～6月

環経営境目標

4

コピー用紙使用量の削減

　前年（基準年度
　対比）　△1％

単位：枚

評価
裏紙の使用、四分割印刷を活用して
実績を出す事ができたので良かった
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　　7.会社での取り組み

◎　コピー用紙削減
裏紙使用

◎　AEDの設置

◎　避難訓練

◎　節　水◎　節　電
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　　7-2.会社での取り組み

◎　朝礼時の避難通路の確認

◎　応急処置の実践

◎　朝の清掃の様子 ◎　ハイブリッド車の推奨

-　10　-



法規名 遵守事項 評価

委託契約の締結 遵守

マニフェストの交付、保管 遵守

産業廃棄物管理票交付等状況報告書 遵守

表示板の設置 遵守

発注者への書面による計画等説明、完了報告 遵守

工事完了後発注者への報告 遵守

建設業許可票の看板掲示 遵守

騒音規制法 届出書・記載項目の確認 遵守

振動規制法 届出書・記載項目の確認 遵守

フロン排出抑制法 ３か月に１回エアコンの清掃 遵守

※関連法規などに違反、関連機関からの指導、訴訟はありませんでした

廃棄物処理法

建設リサイクル法

遵守評価日：令和５年７月１０日

８．環境関連法規
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９．代表者による全体評価と見直し結果

環境管理責任者

④実施体制 継続する

その他、環境経営システ
ムの円滑な運用を維持
するために必要な、見直
し、留意ポイントの指示

社員一人ひとりが意識して取り組む為には定期的な社内会議を行い
問題点や改善点の意見交換をしていく必要がある

7　その他 特になし 特になし

　
見
直
し
の
必
要
性
判
断
と

　
代
表
者
の
指
示
内
容

①環境経営方針 継続する

②環境経営目標 目標値の見直し

③環境経営計画 継続する

5　外部からの苦情の有無及
   び対応結果

苦情等は特になかった
これからも現場環境を保って
作業を継続していきたい

6　環境上の緊急事態の訓練
　結果及び対応結果

普段知ることのできない内容も知る事が
できて良い機会になった
対応に関しては問題はなかった

定期的に訓練を行うことが大切だ
と改めて分かった

3　環境経営計画の実施状況
一人ひとりが活動内容を理解し
意識することが出来た

短い期間でも実施することができ
たので良かった、継続すること

4　問題点の是正、予防の状況 問題点は特になかった
問題点は特になかった
これからも継続していきたい

1　環境関連法規等の遵守状
　況確認結果

遵守項目を一覧にすることで意識できた
関連法則については遵守できてい
るので継続すること

2　環境経営目標の達成状況
現場数の増加により変動はあったが
目標値に近い実績を出すことが出来た

全目標の達成に向けて改善点をま
とめていきたい

環境情報 環境管理責任者の所見 代表者のコメント

評価対象の期間 2023年4月～2023年6月

見直し実施日時 2023年　7月　　19日（水）　　　10時～12時 場所 本社事務所

　出席者
代表者　　平野 英壽

事務局
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